
藤
島
児
童
館
創
立

周
50

年
を
祝
う
会
が

日
、
藤

16

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

は
児
童
館
和
太
鼓
教
室
の

指
導
者
三
浦
優
子
さ
ん
ら

と
児
童
に
よ
る
「
ふ
れ
太

鼓
・
絆
」
か
ら
始
ま
り
、

髙
山
千
代
子
さ
ん
を
先
頭

に
児
童
ら
全
員
で
輪
に
な

っ
て
藤
島
音
頭
と
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

飯
鉢
洋
央
・
保
護
者
会

会
長
が
開
式
の
こ
と
ば
、

指
定
管
理
者
の
百
瀬
凡
隆

い
な
ば
学
園
理
事
長
が
経

過
報
告
、
今
野
善
典
・
実

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
、
山
形
県
児
童
館
等

連
絡
協
議
会
会
長
の
小
関

早
苗
さ
ん
ら
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

五
十
嵐
剛
広
・
保
護
者

会
副
会
長
の
閉
式
の
こ
と

ば
の
後
、

周
年
記
念
「
学

50

び
会
」
が
開
か
れ
、
特
別

ゲ
ス
ト
に
藤
島
・
小
中
島

出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
ウ
ド

鈴
木
さ
ん
が
登
場
。
田
中

喜
美
子
・
児
童
館
館
長
と

の
か
け
あ
い
ト
ー
ク
で
大

き
く
盛
り
上
が
り
、
ダ
ン

ス
指
導
者
の
菊
池
将
晃
さ

ん
と
児
童
た
ち
、
藤
島
小

学
校
の
渡
部
敬
校
長
も
ス

テ
ー
ジ
上
に
上
が
っ
て
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

藤
島
児
童
館
は
１
９
６

６(

昭
和

)

年

月
１
日

41

10

に
学
童
保
育
所
と
し
て
開

設
。
県
下
で
初
め
て
の
公

設
公
営
の
学
童
保
育
所
と

し
て
先
駆
的
で
し
た
。

創
設
当
時
は
藤
島
小
学

校
（
現
在
の
藤
島
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー
敷
地
に
あ
っ

た
）
の
敷
地
内
に
設
立
さ

れ
、
藤
島
小
学
校
の
３
年

生
ま
で
利
用
、
そ
の
後
４

年
生
ま
で
拡
大
。
平
成
15

年
ま
で

年
間
、
い
な
ば

38

幼
稚
園
の
３
～
５
歳
児
も

利
用
し
て
い
ま
し
た
。

創
設
時
半
年
間
は
、
い

な
ば
幼
稚
園
の
教
諭
が
児

童
館
職
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

１
９
７
９(
昭
和

)

年

54

３
月
に
県
の
都
市
街
路
事

業
に
よ
り
現
在
地
に
移
転

し
、
１
９
９
０(

平
成
２)

年
に
遊
戯
室
を
増
築
。
２

０
１
１(

平
成

)

年
３
月
、

23

い
な
ば
学
園
に
委
託
民
営

化
し
、
藤
島
全
域
の
６
年

生
ま
で
入
所
拡
大
し
ま
し

た
。

2016年10月23日
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（月１７７円程度）
10月 22人 22,065円
9月 47人 24,190円

宿
直
室
は
一
緒
で
あ
っ

た
の
で
お
話
を
聞
く
機
会

も
あ
っ
た
。
梁
桁
を
走
る

ネ
ズ
ミ
を
木
刀
で
打
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
川
魚
捕

り
や
動
物
好
き
で
自
宅
の

庭
の
鶏
舎
に
何
種
類
か
の

鶏
を
飼
育
し
て
い
た
。

定
吉
さ
ん
は
、
豊
栄
日

向
伴
蔵
さ
ん(

現
当
主
一
夫

さ
ん)

の
生
ま
れ
で
、
一
夫

さ
ん
の
話
に
よ
る
と
父
祐

太
郎
さ
ん
（
甥
）
を
連
れ

て
川
魚
捕
り
や
火
ぼ
り
、

水
辺
を
走
る
ネ
ズ
ミ
を
ヤ

シ
で
捕
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
言
う
。
翌
年
村
長
、

組
合
長
を
辞
職
さ
れ
、
昭

和

年
、
町
村
合
併
時
に

29
議
員
を
務
め
ら
れ
た
。

八
栄
島
村
農
業
協
同

組
合
（
農
協
）
誕
生

昭
和

年
農
協
法
が
公

22

布
さ
れ
、
翌

年
施
行
と

23

同
時
に
各
町
村
一
斉
に
農

協
が
設
立
さ
れ
た
。

組
合
長
は
豊
栄
・
日
向

定
吉
さ
ん
が
村
長
と
兼
務

で
あ
っ
た
。
教
育
者
で
新

堀
小
学
校
長
を
最
後
に
退

職
さ
れ
た
物
静
か
で
剣
道

の
達
人
で
あ
っ
た
。

農
協
事
務
所
は
何
年
か

前
、
役
場
と
合
同
庁
舎
と

し
て
立
谷
沢
小
学
校
の
校

舎
を
払
い
下
げ
移
築
し
、

廊
下
を
挟
ん
で
両
側
に
分

か
れ
て
い
た
。
事
務
所
前

に
資
材
倉
庫
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
も
何
処
か
か
ら
の
移

築
で
あ
る
。

藤島児童館の沿革（「藤島児童館創立50周年あゆみ」から）
西暦 年 館長 沿革

1966 昭和 41
初代 村上与一

10月１日　藤島児童館立ち上げ

1967 42 館舎落成 木造一部鉄骨造 ２１２．39㎡(64.24坪)

1968 43

2代 今野禮三
1969 44

1970 45

1971 46

1972 47
3代 田村孝一 

1973 48

1974 49
4代 菅原光士

1975 50

1976 51

5代 阿部幸男

1977 52

1978 53 1月 現在地に館舎着手　木造トタン葺２階建

1979 54 ３月６日落成　３８０．91㎡(１１５．43坪)

1980 55

1981 56

1982 57

6代 成沢義雄

1983 58

1984 59

1985 60

1986 61

1987 62

7代 白幡 健

1988 63

1989 平成 元年

1990 2 遊戯室落成 木造トタン葺２階建(４６１．88㎡）

1991 3 

1992 4 

1993 5 

8代 萬年宥二1994 6 

1995 7 

1996 8 

9代 去渡十四男
1997 9 

1998 10 ５月14日 フェンス改修(西側部分のみ道路端)

1999 11 ７月31日 フェンス改修(館の南側半分 北側全て)

2000 12
10代 半澤正昭

７月10日 フェンス改修(館の東側)

2001 13

2002 14
11代 今野克男

2003 15

2004 16 12代 齋藤栄子 ７月20日 物置設置

2005 17

13代 石川順子

９月20日水銀灯設置・10月１日６市町村が合併

2006 18

2007 19

2008 20

14代 佐藤あや子2009 21

2010 22

2011 23

15代　田中喜美子 

４月１日　委託民営化（学校法人いなば学園）

2012 24

2013 25

2014 26

2015 27

2016 28 10月1日　藤島児童館創立50周年

タレントのウド鈴木さんを迎えて創立50周年を祝う藤島児童館

藤島児童クラブ児童数の推移



庄
内
農
業
高
校
地
域
連

携
協
議
会
（
田
中
壽
一
会

長
）
の
主
催
で
地
域
活
性

化
講
演
会
が

日
、
庄
内

18

農
高
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

テ
レ
ビ
で
数
々
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
情
報
番

組
を
手
が
け
た(

株)

タ
キ

オ
ン
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締

役
の
稲
塚
秀
孝
氏
が
、「
Ｎ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
と
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

稲
塚
氏
は
、
世
界
の
食

糧
危
機
を
救
う
基
と
な
っ

た
「
小
麦
農
林

号
」
を

10

育
種
し
″
農
の
神
〝
と
呼

ば
れ
た
稲
塚
権
次
郎
を
描

い
た
映
画
『
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
』
の
脚
本
・
監
督

で
す
。

稲
塚
権
次
郎
と
の
縁

世
界
の
小
麦
の

～
70

80

％
を
占
め
て
い
る
品
種
の

親
を
つ
く
っ
た
稲
塚
権
次

郎
は
、
１
９
８
７(

明

）
30

年
に
富
山
県
城
端
町
（
現

・
砺
波
市
）
生
ま
れ
。

講
演
で
稲
塚
氏
は
、
自

分
は
北
海
道
生
ま
れ
で
、

５
歳
の
時
に

歳
前
後
の

60

権
次
郎
が
富
山
か
ら
北
海

道
へ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
訪
ね
て
き
て
逢

っ
て
い
る
こ
と
、
自
分
の

祖
父
と
権
次
郎
は
従
兄
弟

で
あ
る
こ
と
、
な
ぜ
こ
の

映
画
を
つ
く
っ
た
か
は
、

１
９
９
２
年
頃
に
富
山
県

内
の
北
日
本
新
聞
に
１
０

０
回
近
く
連
載
さ
れ
た
千

田
篤
「
い
の
ち
悠
久

稲
塚

権
次
郎
の
物
語
」
の
コ
ピ

ー
が
叔
母
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
こ
と
、
地
元
で
は
小

麦
農
林

号
を
栽
培
し「
権

10

次
郎
ま
つ
り
」
を
や
っ
て

偉
業
を
讃
え
て
い
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
、
映
画
を
つ

く
ろ
う
と
思
い
た
っ
た
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

権
次
郎
は
秋
田
・
大
曲

の
陸
羽
支
場
で
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
親
で
あ
る
「
水
稲
農

林
１
号
」
の
基
を
つ
く
り
、

そ
の
親
は
庄
内
が
生
み
出

し
た
「
亀
の
尾
」
で
あ
り
、

「
庄
内
は
稲
づ
く
り
の
聖

地
で
あ
る
」
と
生
徒
た
ち

に
語
り
ま
し
た
。

生
徒
ら
の
「
今
の
農
業

を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
」

の
質
問
に
も
、「
環
境
や
食

の
安
全
性
な
ど
、
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
可
能
性
を

拡
げ
て
欲
し
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

共
産
党
の
働
き

国
会
の
審
議
の
中
で
日
本

共
産
党
が
取
り
上
げ
た
問

題
が
生
き
て
、
大
き
く
改

善
が
進
ん
で
い
る
よ
。

▲
白
紙
の
領
収
書
問
題
で
、

俺
か
ら
頭
を
疑
う
ゼ
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
答
弁
を
し

た
大
臣
の
責
任
を
感
じ
た

の
か
、
総
理
は
自
民
党
の

総
裁
と
し
て
だ
と
思
う
が
、

幹
事
長
に
、
遅
く
な
っ
て

も
い
い
か
ら
貰
っ
た
と
こ

ろ
の
正
し
い
領
収
書
を
付

け
る
よ
う
に
と
通
達
を
出

さ
せ
た
と
の
こ
と
だ
。

▲
幹
事
長
が
、
白
紙
の
領

収
書
の
こ
と
を
「
そ
ん
な

小
さ
な
こ
と
を
」
と
言
っ

た
せ
い
か
、
あ
る
テ
レ
ビ

の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
も
同

じ
言
い
方
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
自
民
党
・
数
の
横

暴
で
［
赤
信
号
み
ん
な
で

渡
れ
ば
怖
く
な
い
］
と
な

ら
ず
良
か
っ
た
ゼ
ヨ
。

▲
過
労
死
問
題
で
は
、
何

年
か
前
に
も
共
産
党
か
ら

国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

裁
判
で
過
労
死
が
認
め
ら

れ
た
〝
電
通
〟
が
、
再
び

同
じ
事
件
を
起
こ
し
、
今

回
国
会
で
問
題
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
〝
電
通
〟
に

抜
き
打
ち
で
労
働
局
が
調

査
に
入
っ
た
と
、
多
く
の

紙
面
に
踊
っ
て
い
る
ゼ
。

▲
こ
こ
で
新
た
な
問
題
に

な
っ
た
の
が
、
労
働
局
長

が
認
め
れ
ば
働
く
時
間
の

制
限
を
解
く
こ
と
が
出
来

る
事
だ
。
イ
ヤ
な
こ
と
に

法
律
に
は
、
作
っ
た
側
に

有
利
な
ヌ
ケ
ミ
チ
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ

れ
を
利
用
し
て
時
間
制
限

の
な
い
働
き
を
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
、
共
産
党
の
高

橋
千
鶴
子
議
員
の
追
及
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

▲
そ
れ
は
、
九
州
電
力
か

ら
の
頼
み
で
時
間
外
労
働

の
制
限
を
解
い
た
と
言
う

の
だ
。
そ
れ
は
原
発
再
稼

働
を
公
益
と
称
し
て
認
め

ん
だ
ト
。
一
業
種
の
た
め

に
や
っ
た
ん
だ
ゼ
。
こ
れ

で
献
金
は
ナ
ン
ボ
積
み
上

が
っ
た
の
か
ネ
ー
。

▲
働
く
者
を
守
る
役
所
の

厚
労
省
が
や
っ
た
こ
と
に

怒
り
の
声
を
上
げ
よ
う
ゼ
。

（
石
川
）

き
、
指
導
し
た
斎
藤
助
夫

君
が
「
稲
の
一
生
」
で
毎

日
新
聞
賞
を
受
賞
し
た
。

彼
は
庄
内
農
高
に
入
学
し

私
が
担
任
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
頃
初
め
て
会

い
「
斎
藤
君
は
優
秀
だ
か

ら
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
言

わ
れ
、
そ
の
後
幾
度
か
お

会
い
し
た
が
物
静
か
な
方

で
あ
っ
た
。
斉
藤
君
は
後

に
市
議
会
副
議
長
を
務
め

引
退
し
た
。

さ
て
治
安
維
持
法
は
、

天
皇
制
な
ど
を
否
定
す
る

思
想
や
団
体
を
取
締
ま
り
、

る
。「

現
下
の
戦
争
は
大
本

営
発
表
や
新
聞
報
道
と
は

違
う
」
と
口
に
し
た
だ
け

な
の
に
逮
捕
。
阿
部
さ
ん

は
旧
松
嶺
町
の
地
主
の
家

に
生
ま
れ
た
が
、
小
作
人

の
生
活
か
ら
社
会
に
疑
問

を
も
っ
た
と
い
う
。
そ
の

様
子
が
、
な
に
不
自
由
な

い
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
な

が
ら
、
社
会
の
矛
盾
や
人

生
の
生
き
様
に
悩
み
出
家

し
た
お
釈
迦
様
と
似
て
い

る
こ
と
か
ら
こ
ん
な
題
に

し
た
と
い
う
。

阿
部
さ
ん
は
鶴
岡
市
に

住
み
、
西
郷
中
に
い
た
と

改
定
や
拡
大
解
釈
を
繰
り

返
し
、
自
由
主
義
や
反
戦

的
言
動
も
標
的
に
し
、
最

高
刑
が
死
刑
と
い
う
世
界

に
例
の
な
い
悪
法
で
あ
る
。

作
家
小
林
多
喜
二
の
拷

問
死
な
ど
、
成
澤
さ
ん
が

書
い
て
い
る
よ
う
に
１
６

０
０
人
の
死
者
が
出
た
。

成
澤
功
さ
ん
は
、
阿
部

さ
ん
に
つ
い
て
詳
し
く
書

か
れ
、
最
期
を
「
治
安
維

持
法
と
い
う
最
悪
の
国
法

が
も
た
ら
し
た
悲
劇
と
、

関
係
し
た
人
々
の
そ
の
後

の
人
生
で
す
。」
と
結
ん
で

い
る
。

先
号
（

日
付
）
に
「
悪

16

名
高
い
治
安
維
持
法
」
と

書
い
た
。
同
号
に
齋
藤
留

治
さ
ん
が
「
お
釈
迦
様
も

逮
捕
さ
れ
る
？
治
安
維
持

法
」
を
書
い
て
い
る
。
成

澤
功
さ
ん
が
今
年
２
月
14

日
・

日
付
『
民
報
藤
島
』

21

「
昭
和
も
遠
く
」
に
書
い

た
阿
部
正
雄
さ
ん
と
治
安

維
持
法
に
関
わ
っ
て
で
あ

阿
部
正
雄(

あ
べ
ま
さ
お)

（
１
９
１
５(

大
正
４)

年

～
２
０
０
２(

平
成

)

年
）
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映画『Norin Ten ”農の神”と呼ばれ
た男 稲塚権次郎物語』 2015年公開。
監督・脚本：稲塚秀孝。出演者:仲代
達矢 松崎謙二 野村真美


